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は　じ　め　に

教育というのは,幼児が未来社会の建設的構成員の一人になるように,成長発達していく過程を

計画的に援助し指導する機能である｡教育活動は,一方では幼児が将来, -構成員となるべき社会

は,いかなる人間を要求しているか,つまり未来の社会における理想的人間像を想定しながら,他

方では理想的な人間像とかけはなれた現実の幼児の姿を理解することから始まる｡われわれが,現

実の幼児をいかなる方法で,いかに理解するかということは,幼児を教育するために望ましい教育

的環境を設定し,教育していく上で決定的な影響をもつものである｡

ところで,幼児期というのは,あらゆる可能性を内臓した未成熟の時期である　Gesell, A.は,

乳幼児について,つぎのように述べている｡生後一年の間の子どもの心身の発達は,生涯のどの時

期よりもめざましく,難破船の水夫が波間に投げ出されているように,生れたばかりの子どもは,

地上に裸身のままでころがっている｡しかし,このよるべない存在の子どもは,僅か一年の間に二

本の足で立ち,歩き,のぞいたり,捜しまわったりするようになる｡また幼児は,さまざまな感情

をもち,考え,いろいろな人と交わり,複雑な一人の人間に成長していく｡すなわち,子どもは,

誕生から幼児期にかけては,心理学的にも生物学的にも未成熟な時期である｡

幼児が,心身ともに未成熟であることから,その研究や教育の面でさまざまな問題が起きてくる｡

幼児が環境に恵まれているか否かということは勿論のこと,未成熟であるという条件から,身体

的･運動的障害,視聴覚障害,言語障害,内臓諸器官の疾患,神経的･行動的障害,知的障害,お

よび栄養不良などの諸欠陥が起こり,将来心身の異常的諸徴候-と発展していく｡これらの諸欠陥

は,先天性のものもあれば,出生から幼児期までに発生したものもある｡それらの欠陥は,ある程
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度予防の可能なものであり,また予防できないにしても幼児の期間内に治療できるものもある｡幼

児期に見られる障害は,心理的なものは勿論のこと,たとえ身体的なものであっても,心理学的な

理解と指導が必要である｡

ところで,心理学の領域で,幼児･児童を対象とした研究の数は多く,多方面にわたっている｡

続　有恒(1959)は,日本心理学会の発表論文抄録に掲載された論文を,研究に用いた被験者の年

齢段階と研究領域について検討し,つぎの領域に分類している｡

(1)幼児･児童の行動のさまざまな側面を,かれらの行動の解明のために研究する領域で,この

種の研究は,幼児･児童が研究の被験者として用いられているというより,かれら自身が研究の対

象となっている｡

(2)幼児･児童は,一つの存在として科学的に捉えるべき｢相手｣であると同時に,教育的,め

るいは治療的立場から働きかけていくべき｢相手｣でもある｡すなわち,幼児･児童に対していか

に働きかけていくべきかという課題を追求していく領域｡

(3)幼児･児童の研究は,必然的に行動の規定要因甲分析を含むか,あるいは,それに関連する

ものであるが,この領域は,とくに幼児･児童の行動を規定する外部的条件を明らかにしようとす

る領域｡

(4)研究の一段階として幼児･児童だけが被験者になることもあるが,多くの場合,他の発達段

階にある人間とともに研究の対象とし,その研究の目的は,一般的発達原理の発見にある｡

(5)幼児･児童を含めた｢人間一般｣の行動の法則を見出すため,かれらをその心身上の特性か

ら人間一般の標本として,研究の便宜から利用する領域｡

(6)最後注,幼児･児童を対象にした研究の方法を検討する領域｡

このように,幼児を対象とする心理学的研究は,広範囲にわたっている｡われわれは,続が指摘

した(1),(2),(3),(6)の立場にたって,とくに人の人格形成の中核となり,また幼児の教育や治療にあ

たって,理解しておかなければならない｢社会的･感情的発達｣について調査研究を行った｡

〔Ⅰ〕 ｢社会的･感情的発達｣を調査するための質問項目

本研究は,幼児の｢社会的･感情的発達｣を明らかにするための調査研究である0

ところで,調査するための質問項目の作成にあたってほ,社会性とは何であるか,あるいは感情と

は何であるかといった概念を規定し明確にしなければならない｡子どもの発達や教育やしつけに関

連して,社会的発達とか感情的発達という言葉ほど頻繁に用いられている言葉は少ない｡ところが,

社会性や感情とは何であるかということを規定することは,きわめて困難であり,またこの二つの

概念は明確に区別できるものでもない｡

そこで,われわれは児玉(1963)の説に賛同し,児玉が作成した調査項目を用いることにした｡

すなわち,社会性とか感情といった概念を規定するよりも,現在出版されている児童心理学の専門

書や研究論文や各種テストなどに取り上げられている社会性や感情に関係のある項目を参考に調査



島田俊秀･松田君彦･大坪治彦　　〔研究紀要　第36巻〕　　281

項目を作成した｡そして社会性と感情についての概念規定は,これらの専門書,研究論文,および

心理テストなどから取捨選択された項目を一応社会性や感情を表わすもの,あるいはそれらの一部

を把握する方向を示すものと想定して,社会性とは,また感情とは何であるか,これらの項目に基

づいて操作的に定義し考察しようと試みた｡

そこで社会的発達を調査するための質問項目は,末尾に掲載した〔資料- Ⅰ 〕の調査用紙に示さ

れたように,社会性項目として, Ⅰ接触(社会性), Ⅰ　依存(利用), Ⅲ　愛情(同情,好意,

親切), Ⅳ　支配(指導,命令), Ⅴ　従順(協調), Ⅵ　拒否(抵抗,敵意,からかい), Ⅶ　競争

(自慢), Ⅷ　模放　K-1責任を負う(規則を守る), K-2自律性(自我意識)など10特性からな

っている｡そして,各々の社会性項目を対大人関係と対子供関係(大項目)に分け,さらに,各々

の特性毎に2-12の場面(小項目)を設定した｡すなわち,質問項目は10特性と101の場面を設定し,

各々｢いつも｣ ｢ときどき｣ ｢ほとんどない｣の3件法で回答を求めるように構成されている｡

つぎに,感情的発達を調査するための質問項目は,感情項目として■, Ⅰ喜悦(明朗), Ⅰ愛情

(親切), Ⅲ　不機嫌(陰気), Ⅳ　嫌い, Ⅴ　怒り, Ⅵ　恐怖, Ⅶ　過敏,Ⅷ　恥Lがる, Ⅸ　嫉妬

Ⅹ　くやしがる, Xl　さびしがる, XR　かなしがる, mL　よく泣く(泣き虫),などの特性からな

り,さらに,各々の特性毎(大項目)に, 3-12の場面(小項目)を設けた｡すなわち,調査項目

は, 13の特性(大項目)と83の場面(小項目)からなり,各々｢いつも｣｢ときどき｣｢ほとんどな

い｣の3件法で回答を求めるように構成されている｡

〔Ⅱ〕幼児を対象とする研究法の問題点

前述のように,幼児は心理的にも生理的にも未成熟である｡それらのことと関連して,幼児の研

究にあたっては,研究方法上の制約がある｡

言語能力の未発達な幼児は,研究者が与える教示を理解することは困難である｡かれらに何らか

の課題を与え解決を求める場合,その解決に必要な教示は言語によって与えられる｡その教示が正

しく理解できなければ妥当性の高い結果を得ることは困難である｡たとえ幼児が,その教示が理解

できたとしても,内的変化を表現する言語を持たなければ,妥当性･信頼性の高い回答を期待する

ことは不可能である｡

また,幼児は言語能力がある程度発達しても課題意識が欠如しているため,与えられた条件に従

って作業することは困難である｡課題解決のための作業が幼児にとって興味のあるものであれば,

積極的に反応を示すが,興味のないものに対しては飽きてしまう｡また課題意識の低い幼児にとっ

ては,与えられた作業を指示された条件に従って遂行することは困難である｡さらに,幼児は心身

ともに未成熟のため,長時間にわたって課題解決のための作業を強制してはならない｡幼児を節究

する場合,研究することによって現在の心身の健康を損ったり,心身の発達に悪影響を及ぼすよう

な研究は避けなければならない｡このようなことから,幼児の研究にあたっては,研究の内容のみ

ならず,方法論的にも幾多の制約がある｡
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われわれは,幼児の｢社会的･感情的発達｣に関して,質問紙法による調査研究を試みた｡とこ

ろが質問紙法による調査法は,かなり高度の言語的理解力や表現力が要求される｡したがって,言

語能力の未発達な幼児に直接調査を実施することは不可能である｡われわれ伎,幼児と生活を共に

し,日頃幼児をつぶさに観察している父母と幼稚園･保育園の教師の二者に対して,幼児について

の質問紙法による調査を行い,間接的に回答を求めることにした｡このような調査法を用いること

によって,幼児の行動特性についてより客観的な資料を収集することができるのみならず,家庭と

幼稚園･保育園といった環境の変化によって幼児の行動の変容をも明らかにすることができよう｡

〔Ⅱ〕調査対象と調査期間

(1)調査対象

わが国における幼稚園(昭和58年5月1日現在, 3歳児以上),および保育園(昭和58年4月1

日現在, 0歳児以上)に在園する都道府県別･地方別乳幼児数は表-Ⅰに示したとおりである｡

われわれは,これら全国の幼稚園･保育園に在園する幼児5,000人を調査の対象児とした｡調査

は,各地方毎に調査実施担当者*を決めて調査を委嘱した｡これら調査実施担当者の意見や各地方

別園児数を参考にして,予定調査対象園児5,000人を各地方別に,おおよその比例配分をした｡当

初予定した各地方別調査対象児数は,表- Ⅰに示したとおりである｡

調査用紙は,一括して各地方別調査実施担当者に送付した｡そして,調査にあたっては努力目標

として,つぎのような条件を守るように依頼した｡

(1)各地方毎に全県にわたるように努力する｡

(2)県別,年齢別,幼稚園･保育園別調査対象園児数は,表-Ⅰの文部省｢学校基本調査速報｣

(昭和58年度),および厚生省｢社会福祉行政業務報告｣ (昭和58年度)に報告された園児数などを

参考に,おおよそ比例配分するように努める｡

(3)各都道府県において調査を依頼する幼稚園や保育園は,フェイス･シートの(0.6)居住地
●

域別,および　0.7)居住市町村別などを参考に無差別に選定する｡

(4)各園では, 3歳児, 4歳児, 5歳児, 6歳児各クラスの中から10-30人程度の園児を無差別

に選択し,調査用紙の｢注意｣ (資料-Ⅰを参照)に従って回答する｡

(5) (4)で調査の対象に選定された園児の父母に,教師と同じ調査用紙(ただし,フェイス･シー

トは,教師記入欄-A欄-と,父母記入欄-B欄-とは別であるが, ｢社会的発達｣と｢感情的発

達｣につい七の質問項目と回答法は両者とも同一である)を配布し,調査用紙の｢注意｣に従って

*各地方別調査実施担当者

北海道地方:北海道大学　三宅和夫教授｡　東北地方:尚緬女学院短期大学　野呂アイ教授｡　関東地

方:幼児体育研究所　亀谷正美所長｡　東京都:日本女子大学　児玉　省名誉教授｡　中部地方:一宮女

子短期大学　三神広子教授｡　近畿地方:大阪松蔭女子大学　西本　僑教授｡中国地方:岡山大学　秋山

和夫教授｡　四国地方:香川大学　佃　範夫教授｡　九州地方:鹿児島大学　島田俊秀教授　鹿児島大学

松田君彦助教授｡九州大学　大坪治彦助手｡
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〔表- Ⅰ 〕都道府県別幼稚園･保育園在園児数,調査対象予定園児数

名

東 ヒJ
T

東 京

閑 東

中 部

近 戟

中 国

四 国
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九

総 計

回答を求める｡

(6)父母に配布した調査用紙の回答が終り次第,各々の園で回収し,教師回答の調査用紙と父母

のそれを併せ,各地方調査担当者に送付するか,または担当者が直接回収する｡

(7)各地方の調査担当者は,各地方別の回答済み調査用紙を回収し,鹿児島大学教育学部心理学

教室宛に送付する｡

(2)調査期間

調査用紙は,昭和58年12月中旬,各地方別調査担当者に配送した｡そして,昭和59年3月31日ま

でに調査を終了した対象について集計･分析を行った｡

〔Ⅳ〕集計･分析の方法と対象児数

回収した調査用紙は,本調査の集計のために設計し印刷したOCRカード(〔資料-Ⅰ〕末尾掲載)

に転記して鹿児島大学大型計算機にインプットし,計算機を活用して集計･分析結果の正確度,妥

当性,信頼性を高めるように努めた｡

調査対象は,当初全国の幼稚園･保育園に在園する4,252,440人の幼児の中から,約0.1%にあた

る園児を対象にして調査を実施する予定であった｡ところが調査不能地方,調査は実施したが教師

と父母の回答が揃わなかったもの,フェイス･シートの記入もれ,および調査項目の記入もれ(10

-15項目位の記入もれがあったものは除く)などほ除外し,最終的には図- Ⅰに示したように2,998

人(当初予定した園児数に対する回収率は約75%程度で全国園児数4,252,440人の約0.07%にあた

る)であった｡これら2,998人の園児について回答の得られた幼稚園･保育園の教師と父母の調査

結果5,996人について,大型計算機を用いて集計･分析を行った｡
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〔Ⅴ〕集計･分析の結果

本報告は,調査用紙のフェイス･シートの教師の記入欄(A)の(0-2)から(0-9)までと,父母

の記入欄(B)の(1-1)から(1-8)までの結果の単純集計の報告である｡

これらの結果は,図-Ⅰから図-16までに図示したとおりである｡

まず,図-1の年齢別対象児数は, 6歳児942人(34.1%), 5歳児922人(30.8%), 4歳児661人

(22.0%), 3歳児442人(14.7%), 2歳児と年齢不明児で31人(1.0%)となり, 3歳児から6歳

児までの｢社会的･感情的発達｣に関する各質問項目についての回答の発達的変化について,有意
l

な統計的分析が可能である｡
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図-8　幼稚園,保育園別対象児数と構成比

男女別対象児数(図-2)は,男子1,530人(51.8%),女子1,448人(48.3%)とはば同数に近く

性差について分析できる｡

居住地方別対象児数(図-3)は,地方別の特徴を知るためほぼ有効な人数に達した｡ただし,

中国地方は,調査上の条件を充たしていない調査結果が多かったため,今回の集計から除外せざる

を得なかった｡居住地域別対象児数(図-4)は, ｢その他｣に集中(1,743人),商業地区と工業地

区の居住児数が著しく少なかった｡居住市町村別対象児数(図-5)は, ｢村｣の居住児がきわめて

少なく(14人),他は適当な数といえよう｡

つぎに,保育の形態の相違による対象児数(図-6)を見ると,一斉保育を重視している園に通
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園している対象児が2,230人(74.4%),遊びを中心に幼児の欲求を尊重し自由保育を重視している

園に通っている対象児が625人(20.8%)得られ,両者を比較するためには有効な人数に達してい

るため,昨今保育の現場で研究課題となっている,この種の問題に対する適切な解答が得られるも

のと思われる｡
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現在,保育の現場では,小学校などと同様に同年齢児によるクラス編成よりも,同胞数の少ない

今日では,異年齢児によってクラスを編成し,兄姉や弟妹の経験をさせた方が望ましいといった議

論がある｡調査の結果(図-7)は,圧倒的に同年齢児によるクラス編成が多い(2,570人　85.7

%)｡しかし,異年齢児によって編成されたクラスに所属する対象児が214人(7.1%),両編成混合

クラスが167人(5.6%)得られ,かなり有意な分析が可能であり,適切な示唆が得られよう｡

幼児の保育は,幼稚園と保育園の何れが望ましいか,また,集団保育の経験が長ければ長いほど

望ましいか否かといったことは,保護者は勿論,教育者,研究者,および行政側も大きな関心事で

あり,研究課題でもある｡われわれは,これらの問題を｢社会的･感情的発達｣の側面から解明す

るため調査研究を実施した｡その結果は,いずれも有効な回答数が得られ,今後のクロース集計の

結果が期待されよう(図-8,図-9)c

つぎに,父親,母親の在･不在(図-10,図-ll)の項目を設けたが,父親不在の対象児が70人,

母親不在の対象児が7人得られ,父親不在の家庭が多いことが注目される｡

その他に,父親と母親の年齢(図-12,図-13),母親が有職か否か(図-14),対象児の同胞数(図

-15),および出生順位(図-16)など幼児の｢社会的･感情的発達｣に影響を及ぼすであろうと予

想される要因について,今後有効な集計･分析を行うために必要な対象児の数は一応回収できたと

思われる｡

〔Ⅵ〕結　　論

本研究は,幼児の社会的･感情的発達に関する研究(1)で,とくに方法論を中心に報告した｡ま

ず,幼児の｢社会的･感情的発達｣に関する研究の教育的意義,および心身共に未成熟･未発達な

幼児の研究内容や研究方法上の制約や問題点について考察した｡

それらの結果を基にして,幼児の｢社会的･感情的発達｣を究明するための質問項目や調査方法

を検討して,全国の幼稚園や保育園に在園する2,998人の園児の教師と父母を対象に質問紙法によ

る調査を実施した｡そして本年度は,幼児の社会的･感情的発達の年齢の上昇(3歳～6歳)に伴

なう変容の過程を研究Ⅰ (松田1985),および研究Ⅱ (大坪1985)で報告する｡

さらに,本論文においては,幼児の社会的･感情的発達にもっとも大きな影響を及ぼすであろう

と予想される諸要因,すなわち,男女差,生活環境(居住地域など),保育の形態(幼稚園と保育
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園,保育法,クラス編成など),集団保育の経験年数,家庭環境(父親と母親の在･不在,年齢,

同胞数,出生順位,母親の職業)などの要因を明らかにしていくために,統計学的･推計学的処理

を行い,妥当性,信頼性の高い結果を得るため,また今後社会的発達と感情的発達との相関々係や

因子分析などを行うために必要な対象児の数が得られたことの報告に留めたい｡
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〔資料-Ⅰ〕調査用紙

文部省科学研究費による幼児の成長と保育課程の調査

-社会的発達･感情的発達-

〔お　願　い〕

本調査は,幼児の社会的発達と感情的発達を調査し,今後の幼児の教育のあり方について参考にす

るものです｡ご多忙のところ恐縮に存じますが,研究の目的を理解して頂き以下の項目にご回答くだ

さいますようにお願い申しあげます｡なお,この調査は,わが国における幼児の社会性や感情の発達

的債向を調査しようとするものであって,調査の対象となった幼児や幼稚園･保育園の内情などにつ

いてうんぬんするものではありません｡ですから,調査の対象となった幼児が,日頃示している行動

の特徴について,社会的発達･感情的発達の各調査項目に正しく,そしてもれなくご回答くださいま

すよう重ねてお願い申しあげます｡

〔注　　　意〕

本調査は,一人一人の幼児について担任の教師と父母の両方に記入して頂くものです｡両方の調査
-∵ニーーニ-一丁-こご1-･二:一二ヽ

結果が得られないと研究の資料として役立ちませんので,次の諸注意をよく理解した上でくれぐれも

よろしくご協力頂きますようにお願い申しあげます｡

㈲　幼稚園･保育園の先生方へのお願い

(1)おたくの園(幼稚園および保育園)の2歳児(保育園のみ), 3歳児, 4歳児, 5歳児, 6歳児

を調査対象とし,それぞれの子供を日頃よく見ている先生方二人で相談して,それぞれの子供の示

す社会的発達･感情的発達の全項目について,定められた方法に従って回答してください｡

(2)この場合,おたくの園の同年齢の子供たちが示す全体的傾向を基準にし,それと比較して回答し

てください｡

(3)園の方で調査の対象となった幼児の父母に配布して調査をおこない,調査用紙を回収して頂くよ

うお願いいたします｡なお,調査用紙は,教師用と父母用は全く同じものです｡

(4)父母の調査用紙を回収する時に,記入もれがないかどうかをよく確かめてください｡

(5)回収したら幼稚園･保育園で記入した調査用紙綴を上に,父母の調査用紙綴を下にしてホッチキ

スでとめてください｡

(B)父母の皆さんへのお願い

(1)おたくの子供さんの日頃の行動や,父母の皆さんが感じていることを,ありのまま記入してくだ

さい｡

(2)記入し終ったら,もう一度見直して,記入もれがないかどうかを確かめてください｡

(3)回答が終りましたら,すみやかに本調査用紙を園の担任の先生に届けてください｡

*　御多忙のところ恐縮に存じますがくれぐれもよろしくご協力のほどをお願い申しあげます｡

日本女子大学名誉教授

北海道大学教授
岡　山　大　学　教　授

鹿児島大学教授
鹿児島大学助教授

児　玉　　　省

三　宅　和　夫

秋　山　和　夫

島　田　俊　秀

松　田　君　彦
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(2)

まず,下のA欄(園で記入), B欄(父母が記入), C欄(園で記入)の項目について答えてください｡

●〔-〕の中にはあてはまる事柄を記入し, 〔  〕の中に1,2,-　　のように選択肢のある項目について

紘,あてはまるものを1つだけ選んで,選択肢の番号に○印をつけてください｡

A欄-･･･幼稚園･保育園で記入し(父母に配布する調査用紙には記入しない, B欄の幼児の氏名だけは記入し

てから父母に配布する),次の社会的発達･感情的発達の項目に回答する｡

●幼児の氏名〔 〕 ●生年月日〔昭和　J　叫月柵日〕 ●調査年月日〔昭和

一年一月叫日〕

(0.1)調査対象児番号⊂=　]　-この中には何も記入しないこと｡

0.2　幼児の性別　〔1.男　2.女〕

(0.3)満　年　齢　〔1. 6歳児　2. 5歳児　3. 4歳児　4. 3歳児　5. 2歳児〕

(0.4) 2歳児の場合は, 2歳と何ヶ月ですか｡

〔1. 1-2ケ月　2. 3-4ケ月　3. 5-6ケ月　4. 7-8ケ月　5. 9-10

ケ月　6. ll-12ケ月〕

(0.5)居住地方別　〔1.北海道　2.東北　3.関東　4.東京　5.中部　6.近畿　7.中国　8∴四

国　9.九州･沖縄〕

0.6)居住地域別　〔1.農･山･漁村　2.商業　3.工業　4.団地住宅　5.団地を除く住宅〕

(0.7)居住市町村別〔1.政令都市　2. 1.以外の県庁所在都市　3. 1.と2.以外の市　4.町　5.村〕

0.8　貴　園で　は〔1.一斉計画保育を重視している　2.自由保育を重視している〕

(0.9)調査の対象になった園児のクラスは〔1.年齢別(ヨコ割)保育　2.異年齢別(タテ割)保育

3. 1と2の混合の保育〕

(1.0)貴　園　は　〔1.幼稚園　2.保育園　3.その他〕

B欄･･･-父母が記入し,次の社会的発達･感情的発達の項目に回答してください..ただし上のA欄には父母は

記入しないこと｡

●幼児の氏名〔 〕 -この欄には園の方で幼児の氏名を記入してから父母に配布す

ること｡

(1.1)お子さんは幼稚園,または保育園に通園し始めてから何年目ですか｡

〔1. 1年目　2. 2年目　3. 3年目　4. 4年目　5. 5年以上〕

(1.2)子供の父親はいますか｡ 〔1.います　2.いません(母子家庭)〕

(1.3)父親の年齢〔1. 20歳未満　2. 21-25歳　3. 26-30歳　4. 31-35歳　5. 36-40歳6. 41-

45歳　7. 46歳以上〕

(1.4)子供の母親はいますか｡ 〔1.います　2.いません(父子家庭)〕

(1.5)母親の年齢〔1. 20歳未満　2. 21-25歳　3. 26-30歳　4. 31-35歳　5. 36-40歳　6. 41-

45歳　7. 46歳以上〕

(1.6)母親の職業〔1.自営満　2.おっとめ(パートも含む) 3.無職〕

1.7　お子さんは何人ですか｡〔1. 1人　2. 2人　3. 3人　4. 4人　5. 5人以上〕

(1.8)調査の対象となったお子さんは上から何番目ですか｡

〔1. 1番目　2. 2番目　3. 3番目　4. 4番目　5. 5番目以上〕

C欄--幼稚園･保育園のほうで,父母に配布する調査用紙稀には, "2.父母が記入''の2.に○印をつけて

から配布し,園で回答するものには1.に○印をつけてください｡ ･

(1.9)この調査用紙は誰が記入しましたか｡ 〔1.幼稚園･保育園で記入　2.父母が記入〕 -園の方

で回答してから配布する｡

〔注　　　意〕

幼稚園･保育園で,父母に調査する調査用紙綴は, B欄の幼児の氏名を〔 〕の中に記入し,C欄

の"2.父母が記入ガの2.に○印をしてください｡また園で回答する調査用紙には1.に○印をつけてください｡
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社会的発達

幼児の社会性は,あらゆる対人関係を包含しています｡そして,すべての社会性項目を対大人関係,対子

供関係に分けてあります｡

次の社会性項目について,まずⅠのA, B, Cの内から一般に該当するものに○印をつけて下さい｡次にⅠ

の1,2,3,-　の具体的な問題を一問ごとにみて,右の欄のa, b, cの内から該当するものを選び○印をつけ

て下さい｡ (Ⅰのa, b, cはⅠのA,B,Cにかかれている内容と同じ意味です｡)

〔記入例〕

社会性項目　l I Ⅰ　　　　　いつも　時々

I I I いつも時々誓紙

対
　
大
　
人
　
関
　
係

A　大人のそばに寄り,

よく話をする

B　時々話かけている

C　あまりそばに寄ら

ず,話もほとんど

しない

大人の方-近づくだけ,そばに立つだけ　　a b c

2t大人にさわったり,押したりする a b c

3 1大人に声をかける　　　　　　　　　　　　　a b c

大人に何かを見せる　　　　　　　　　　　　a b c

大人に話しかけてくる a b c

6 1大人の注意をひくため,派手にふるまう　　　a b c

大人の注意をひくため,いたずらをする a ち c

対
　
子
　
供
　
関
　
係

A　他の子供のそばに

寄りよく遊ぶ

B　そんなに積極的で

はない

C　ほとんど友達のそ

ばにはいかず,遊

ばない

他の子供の方-近づくだけ,そばに立つだ
け

a b c

9 r他の子にさわったり,押したりする a b c

他の子供に声をかけたり話をする a b c

他の子供に何かを見せる a b c

他の子供とよく遊ぶ a b c

他の子供の遊びをじっと見ている　　　l a b c

子供たちのグループの外にいる a b c

15 1特別に親しい友だちがいる a b c

対
大
人
関
係

A　大人にとても依存

する

B　時々依存する

C　ほとんど依存しな
し､

大人にほとんどいつも教えてもらう　　　　　a b c

けんかで大人にさばきを求める　　　　　　　a b c

18 1大人の賛成を求める　　　　　　　　　　　　a b c

大人に着るのを手伝ってもらう a b c
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対
　
子
　
供
　
関
　
係

A　他の子供にとても

依存する

B　時々依存する

C　ほとんど依存しな

い

情
㈲
郵
斬

愛
同
好
親

9

ト

ロ

　

Ⅶ

川

u

 

i

R

対
大
人
関
係

大人によく愛情を
示す

B　そんなに積極的で
ない

C　ほとんどみられな
し､

対
　
子
　
供
　
関
　
係

A　他の子によく愛情

を示す

B　そんなに積極的で

ない

C　ほとんどみられな

し､
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這kKfcら`　a空軍
I

a b c

I

A　よく他の子供の言
うことを聞く

B　まあ中位である

C　ほとんど聞かない

社会性項目

53 1柏手のやることに応じてよく協調する　　　a b e

自分から積極的に他の子供を手伝う a b c

否
抑
郵

Ⅵ
拒
鹿
撒
(から

かい)

対
　
大
　
人

閲

対
　
子
　
供
　
関
　
係

A　大人によく抵抗す

る

B　時々抵抗する

C　ほとんどしない

A　他の子供をよく拒

否する

B　時々拒否する

C　ほとんどしない

対
大
人
関
係
一
対
子
供
関
係

A　大人によく自慢す
る

B　時々する

C　ほとんどしない
.lll.･.~■■■ー

A　他の子といろいろ

のことでよくはり

あう

B　時々する

C　ほとんどしない

73 1他の子に自慢して話す,又は競争する　　　a b c

741他の子と大人の注意をひくことではりあう　a b c

他の子と持ち物,遊具,
う

場所とりではりあ
a b c

76 1自分がまけると泣く　　　　　　　　　　　a b c

対
大
人
関
係

A　よく大人のまねを

する

B　時々する

C　ほとんどしない

大人の口まねをする,言ったことをまねるI a b c

78 1大人のすることをまねる a b c

大人の着物の着方をまねる a b c

80 1ごっこ遊びの大人の役をする　　　　　　　a b c

大人の歩き方や態度をまねる　　　　　　　a b c



島田俊秀･松田君彦･大坪治彦　　〔研究紀要　第36巻〕　　297

I I I　　　　　　　　　　　　いっも　時々
ほとん
どない

川

内

　

　

ト
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ト
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J
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ト

　

　

　

　

　

　

　

　

-

　

　

　

　

　

　

　

=

　

　

　

　

　

　

　

､

　

　

　

｣

ぎ

一

m

対
人
関
係
(
子
供
･
大
人
を
含
む
)

A　自分のことは責任

を持って何でも一

人でできる

B　時々できる

C　ほとんど何もやら

ない

自分で着物の脱ぎ着ができる　　　　　　　a b c

自分のことを名前でなく,ぼく,私という a ら c

自分は男の子,女の子と言い出す a b c

同性の子とだけ遊ぶ　　　　　　　　　　　a b c
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感情的発達

次の感情項目について,まずⅠのA, B, Cの内から一般に該当するものに○印をつけて下さい｡次にⅠの

1, 2,3, -･･,の具体的な問題を一問ごとにみて右の欄のa, b, cの内から該当するものを選び○印をつけてく

ださい｡ (Ⅰのa, b,はⅠのA,B,Cにかかれてある内容と同じ意味です)｡なお,記入方法は社会的発達

と全く同じです,社会的発達の記入例を参考にしてください｡
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